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新座市地域自立支援協議会 （Ｒ６．１１．５）資料 

子ども部会報告及び今後の予定 

  

【令和６年度の子ども部会メンバー】 

・放課後等デイサービス３２事業所 

・児童発達支援事業所２３事業所 

→うち多機能（放課後等児童デイサービス、児童発達支援）１４事業所 

・保育所等訪問支援８事業所 

・家庭児童相談員 

・保健センター 

・教育相談センター（全体会・保育所等訪問支援部門のみ） 

・基幹相談支援センター 

・子育て支援センター（児童発達支援部門のみ） 

・事務局 

 

【第５回 子ども部会 報告】 

日 時：令和６年８月２１日（水）１５：００～１７：００ 

場 所：新座市役所本庁舎 ２０２会議室 

参加者：１９名 

（通常メンバー、相談支援専門員、訪問支援を実際に経験している山

びこ保育園園長） 

内 容：⑴保育所等訪問支援事例検討会 

      →各事業所に多職種で連携して行った事例を出してもらい検討した。 

     ⑵保育所等訪問支援リーフレット完成に向けての最終確認 

課 題：・ 担当者会議の開催と目的の確認、役割分担の設定（支援計画に明

記する。） 

     ・ 相談支援専門員が中心となり情報共有を行う。 

     ・ サービスの理解のための事前説明が必要 

・ 開始前や、担任が変わった際の担当者会議の開催 

・ 訪問先（保育園、幼稚園等）の立場も理解し多角的視点を持って

の支援 

・ 保護者支援 

    

 



資料３ 

2 

 

【第６回 子ども部会 報告】 

日 時：令和６年９月１１日（水）１０：００～１２：００ 

場 所：新座市役所本庁舎 ３０１・３０２会議室 

参加者：２５名 

内 容：⑴担当者会議について（高校卒業等の者への移行、多職種連携 ） 

① 和光南特別支援学校進路指導主事親崎先生から特別支援学校の

実態について説明 

② 基幹相談センターえん安田氏から相談支援員の動きについて説

明 

③ 就労継続支援 B 型、生活介護事業所から受け入れ時に担当者会

議で話す内容、児童のうちに身につけておいて欲しい力、引継ぎ

に関する課題等についての説明後、グループワークを行った。 

課 題：・ 放デイ事業所と学校との連携の大切さを再確認。今後の連携（移

行会議に放デイ事業所が参加）について検討 

     ・児から者への移行について引き続き連携して考えていく。 

 

【第７回 子ども部会（児童発達支援部門） 報告】 

日 時：令和６年１０月９日（水）１５：００～１７：００ 

場 所：新座市役所本庁舎 ３０１・３０２会議室 

参加者：２４名 

内 容：支援級や通級に関する学習（教育相談センター副室長坂根先生より） 

     → 「令和６年度新座市就学相談のしおり」で学習後、質疑応答。ま

た、各事業所における就学に対する取組も発表し、情報共有した。 

【その他】 

⑴ 令和６年１０月３日（木）新座市法人保育園連絡協議会に子ども部会部会

長として出席し、子ども部会と保育所等訪問支援について説明した。 

⑵ 保育所等訪問支援のリーフレット完成。併せて新座市ホームページに保育

所等訪問支援事業所シートを掲載した。 

 

 

 

     子ども部会部会長 児童デイサービスどれみ 比良 

子ども部会副部会長 放課後等デイサービスきずなハウス新座 酒井 


